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BELESSCUEで
簡単に修理ができます。

薄くきれいに張った膜は容易に剥がせます。

。使用量は です。

走行すると浅い傷が無数にでき、その中でケーシングを破った傷が漏れの原因になります。

空気漏れが気になれば薄い石鹸水でタイヤの表面をチェックする必要があります。

この路面に接した面に出来た細かな泡はパンクではありません。

ケーシングに空気が入ると写真のように空気がにじみ出てきます。

傷のどれかがMAKUHALの膜を破れば空気が漏れます。その場合はバルブコアからMAKUHALを

10ml程度入れホイールを数回まわし注射器でMAKUHALを抜き取る作業をします。（使用量5ml程度）
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